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熊
本
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長

熊
本
県
立
熊
本
西
高
等
学
校
育
西
会
会
長

松
村　
　

晋

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か

ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
度
の
県
高
Ｐ
連
の
新

し
い
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

　

私
を
は
じ
め
、
ほ
と
ん
ど
が
新
メ
ン

バ
ー
と
な
り
、
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、「
す
べ

て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
」
を
活

動
の
原
点
と
し
て
、
心
機
一
転
努
め
て

参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

現
代
社
会
は
、
ネ
ッ
ト
時
代
を
迎

え
、
便
利
な
面
が
強
調
さ
れ
て
き
た
反

面
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に
対
す
る
知
識
、
理

解
が
乏
し
く
、
対
処
・
対
応
能
力
が
追

い
つ
い
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
そ
し
て

今
年
に
入
っ
て
か
ら
も
、
全
国
的
に
高

校
生
が
犠
牲
と
な
る
事
件
が
続
発
し
、

本
県
に
お
い
て
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
命
の
重
さ
・
尊
さ
を
再

認
識
す
る
と
と
も
に
、
日
進
月
歩
す
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
情
報
通
信
の
正

し
い
知
識
、
利
用
方
法
等
に
つ
い
て
、

家
庭
・
学
校
が
更
に
連
携
を
密
に
し
て

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
転
車
に
よ
る
交
通
事
故
も

無
視
で
き
ま
せ
ん
。
道
路
交
通
法
の
一

部
が
改
正
さ
れ
、
六
月
一
日
か
ら
施
行

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
転
車
を
多
用
す
る
高
校
生
に
と
っ

て
、
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
守
る
こ

と
は
、
自
分
を
守
り
、
他
人
を
守
る
こ

と
で
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
一

人
一
人
の
意
識
、
モ
ラ
ル
向
上
が
重
要

で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
も
と
よ
り
、

保
護
者
・
学
校
が
一
緒
に
な
っ
て
、
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

  

そ
の
他
、
県
高
Ｐ
連
で
の
優
先
的
な

課
題
の
一
つ
と
し
て
、
会
費
の
見
直

し
、
値
上
げ
が
あ
り
ま
す
。
公
立
高
校

で
は
、
毎
年
千
人
近
い
会
員
が
減
少
し

て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
会
費
収
入
も
毎

年
四
十
万
円
程
度
減
少
、
物
価
上
昇
も

考
え
ま
す
と
先
送
り
で
き
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
前
向
き
な
意

見
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
多
数
い
た
だ
き
、

具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、二
年
後
に
迫
っ
た「
九

州
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会

熊
本
大
会
」
へ
の
取
り
組
み
で
す
。
新

陳
代
謝
の
激
し
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
で
あ
る

た
め
、
早
く
か
ら
準
備
を
始
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
熊
本
大
会
を
成
功
さ
せ

る
た
め
に
は
、
土
台
が
重
要
で
す
。
こ

の
た
め
、
本
年
度
は
、
し
っ
か
り
と
し

た
叩
き
台
作
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
全
般
に
つ

い
て
、
皆
様
の
忌
憚
の
な
い
意
見
を
お

聞
か
せ
願
う
と
と
も
に
、
ご
理
解
・
ご

協
力
を
改
め
て
お
願
い
し
ま
す
。

「
す
べ
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
」

熊
本
県
公
立
高
等
学
校
長
会　

会
長

熊
本
県
立
熊
本
商
業
高
等
学
校　

校
長

宮
崎　
　

功

　

県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の

皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
各
学
校
で
の
教

育
活
動
に
御
理
解
と
御
支
援
を
賜
り
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
夏
休
み
を
生
徒
た
ち
は
ど
の
よ

う
に
過
ご
し
、
保
護
者
の
方
々
は
ど
う

見
守
り
、
ど
う
対
話
さ
れ
た
で
し
ょ
う

か
。
き
っ
と
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
も
高
校
教
育
を
取
り
巻

く
様
々
な
解
決
す
べ
き
課
題
が
山
積
し

て
い
る
状
況
は
否
め
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
近
年
ど
こ
の
学
校
も
頭
を

痛
め
て
い
る
の
が
、

ス
マ
ホ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
に
よ
る
人
間
関

係
の
ト
ラ
ブ
ル
の

問
題
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
は
情
報
モ

ラ
ル
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の

向
上
に
努
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
郡
市
部

の
学
校
の
定
員
割

れ
の
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
地
方

創
生
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
も
学
校
独
自
の
対
策

に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

他
に
も
高
大
接
続
改
革
に
よ
る
高
等
学

校
基
礎
学
力
テ
ス
ト
や
大
学
入
学
希
望

者
学
力
評
価
テ
ス
ト
対
策
。
公
職
選
挙

法
改
正
に
よ
る
選
挙
年
齢
の
引
き
下

げ
、
所
謂
十
八
歳
選
挙
権
の
指
導
。
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
教
育
等
々
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
は
全
国
的
課
題
で

あ
り
、
更
に
各
学
校
で
は
長
期
短
期
、

大
小
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
今
、
何
よ
り
も
教
職
員
が

教
育
的
情
熱
や
愛
情
、
ま
た
使
命
感

を
持
っ
て
取
り
組
む
べ
き
は
、
目
の
前

に
い
る
生
徒
た
ち
の
心
身
の
成
長
で
あ

り
、
進
路
目
標
の
実
現
で
あ
り
ま
す
。

生
徒
た
ち
が
安
心
、
安
全
に
健
や
か
に

成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
が
一
番
の
願
い

で
す
。

　

こ
れ
は
保
護
者
の
方
々
の
思
い
と
も

一
致
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

様
々
な
課
題
解
決
、
そ
し
て
目
の
前
の

生
徒
た
ち
へ
の
教
育
指
導
、
こ
れ
は

も
は
や
学
校
の
教
職
員
だ
け
で
対
応
で

き
る
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
同
窓
会
等
の
学
校
関
係

者
の
方
々
と
し
っ
か
り
と
連
携
を
取
り

な
が
ら
御
支
援
、
御
協
力
い
た
だ
い
て

教
育
活
動
や
学
校
改
革
に
努
め
て
い
く

時
代
で
も
あ
り
ま
す
。
ど
う
か
今
後
と

も
各
学
校
と
歩
み
を
同
じ
く
し
て
、
御

協
力
を
賜
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
の
益
々
の
御
発
展
と
会
員
の

皆
様
の
御
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
度
の
熊
本
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
会
長
と
、
同
じ
く
熊
本
県
公
立
高
等
学
校
長
会
会
長
に

な
ら
れ
ま
し
た
お
二
人
の
ご
挨
拶
で
す
。

す
べ
て
は
、
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に

課
題
解
決
に

一
層
の
連
携
協
力
を

宮崎 功会長（左）と松村 晋会長（右）
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平
成
二
十
七
年
度
の
定
期
総
会
が
、

六
月
四
日
（
木
）
に
熊
本
交
通
セ
ン

タ
ー
ホ
テ
ル
で
、各
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、

校
長
な
ど
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

表
彰
式
で
は
、
本
会
の
活
動
に
功
績

の
あ
っ
た
二
十
五
名
に
表
彰
状
が
、
単

位
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
し
て
御
尽
力
い
た
だ

き
ま
し
た
二
十
六
名
の
皆
さ
ん
に
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
祝
辞
で
は
、
県
教
育
庁
教
育
総

務
局
長
吉
田
勝
也
様
、
公
立
高
等
学
校

長
会
会
長
宮
崎
功
様
か
ら
御
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
案
と
し
て
、二
十
六
年
度
の
事
業
・

会
務
報
告
、
決
算
・
監
査
報
告
、
そ

し
て
二
十
七
年
度
役
員
改
選
、
事
業
計

画
、
予
算
案
な
ど
に
つ
い
て
の
提
案
が

あ
り
、
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
、
新
役
員
に
つ
い
て
は
別
記
名
簿
の

と
お
り
で
す
。

　

総
会
後
の
講
演
会
で
は
、
本
県
教
育

委
員
長
の
木
之
内
均
様
か
ら
心
に
響
く

お
話
し
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

『
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
』

　

重
点
事
項

①
命
を
大
切
に
す
る
教
育
と
情
報
モ
ラ

ル
向
上
へ
の
取
組
み

②
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
・
研
修
会
・
大
会
へ
の

協
働
と
参
画
に
よ
る
子
育
て
教
育
へ

の
自
己
啓
発

③
家
庭
で
の
教
育
の
向
上
と
健
全
育
成

の
推
進

④
学
校
・
家
庭
・

地
域
・
行
政
の

連
携
に
よ
る
進

学
・
就
職
支
援

等
の
進
路
対
策

の
充
実

⑤
迅
速
な
情
報
の

発
信
と
共
有
、

安
定
し
た
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
の
た
め

の
広
報
活
動

⑥
賠
償
責
任
補
償
制
度
、
生
徒
総
合
保

障
制
度
、
熊
本
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
共
済
へ
の

理
解
と
事
故
防
止
運
動

■
九
州
大
会
表
彰

【
感
謝
状
】

　

熊
本
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

　
　

前
会
長　
　
　

田
上　

忍

　
　

前
事
務
局
長　

田
中　

和
幸

【
団
体
表
彰
】

　

熊
本
県
立
八
代
農
業
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

熊
本
県
立
苓
洋
高
等
学
校
育
友
会

　

熊
本
県
立
翔
陽
高
等
学
校
育
友
会

【
個
人
表
彰
】

　

熊
本
県
立
芦
北
高
等
学
校
育
友
会

　
　

前
会
長　
　

大
園　

啓
二

　

熊
本
県
立
上
天
草
高
等
学
校
育
友
会

　
　

前
会
長　
　

山
口　

英
雄

　

熊
本
県
立
熊
本
北
高
等
学
校
育
友
会

　
　

前
会
長　
　

渡
邊　

直
喜

■
全
国
大
会
表
彰

【
感
謝
状
】

　

熊
本
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

　
　

前
会
長　
　
　

田
上　

忍

　
　

前
事
務
局
長　

田
中　

和
幸

【
団
体
表
彰
】

　

熊
本
県
立
東
稜
高
等
学
校
育
友
会

　

熊
本
県
立
玉
名
工
業
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

【
個
人
表
彰
】

　

熊
本
県
立
北
稜
高
等
学
校
育
友
会

　
　

前
会
長　
　

安
原　

勇

　

熊
本
県
立
松
橋
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　

前
会
長　
　

宮
崎　

保

　

平
成
二
十
七
年
度

定
期
総
会
報
告

平成27年度
熊本県公立高等学校ＰＴＡ連合会役員紹介

役 職 氏　　名 所属高 地 区 委員会
顧　問 宮崎　　功 熊本商業 中　央
顧　問 緒方　明治 熊 本 西 中　央
顧　問 馬場﨑慎一 玉名工業 城　北 健全育成
顧　問 松下　幸美 熊本工業 中　央 調査広報
顧　問 山本　朝昭 八　　代 城　南 総　　務
顧　問 前田三千春 天　　草 天　草 進路対策
顧　問 田上　　忍 前県高P連会長
会　長 松村　　晋 熊 本 西 中　央
副会長 德村　　剛 玉名工業 城　北 健全育成
副会長 堂園　　仁 熊本工業 中　央 調査広報
副会長 川部　幸博 八　　代 城　南 総　　務
副会長 鶴田　博道 天　　草 天　草 進路対策
理　事 田中　龍二 鹿本商工 城　北 健全育成
理　事 芹口　　明 翔　　陽 城　北 調査広報
理　事 籾井　幸美 菊池農業 城　北 健全育成
理　事 松木　幸美 北　　稜 城　北 総　　務
理　事 菊地　理夫 熊 本 北 中　央 調査広報
理　事 石川　貞舟 第　　一 中　央 総　　務
理　事 松岡　利春 必 由 館 中　央 総　　務
理　事 浦本　和子 千 原 台 中　央 調査広報
理　事 北村栄次朗 小　　国 中　央 健全育成
理　事 村岡　健造 矢　　部 中　央 進路対策
理　事 田中　　孝 八 代 東 城　南 進路対策
理　事 杉田美香子 八代清流 城　南 総　　務
理　事 嘉村　康一 南　　稜 城　南 健全育成
理　事 山口二三代 水　　俣 城　南 調査広報
理　事 平山　髙広 牛　　深 天　草 総　　務
理　事 中原　美春 天草工業 天　草 進路対策
監　事 後藤　　健 鹿　　本 城　北 進路対策
監　事 緒方　俊生 第　　二 中　央 調査広報
監　事 桑原　雄司 球磨商業 城　南 進路対策
監　事  池﨑　精二 苓　　洋 天　草 健全育成

事務局長 小林　　博
事務局職員 德永麻由子

お知らせ
平成27年度　地区別指導者研究大会
地　区 幹　事　校 期　　日 会　　　場
中央地区 湧心館高等学校 11月  7 日（土） グランメッセ熊本
城北地区 菊池農業高等学校 10月 18日（日） 菊池農業高等学校体育館
城南地区 水俣高等学校 11月  1 日（日） 水俣高等学校体育館
天草地区 苓明（天草拓心）高等学校 11月  8 日（日） 苓明（天草拓心）高等学校体育館
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第59回　九州地区高等学校ＰＴＡ連合会大会

第１分科会
「青少年の健全育成とＰＴＡ活動」での発表報告

熊本県立松橋高等学校ＰＴＡ
　平成 27年６月 19 日（金）午前８時 30分、一瞬の静寂
の後、司会者の発声とともに第１分科会の事例発表が始まっ
た。松橋高校の発表は、九州代表４校のトップであり、緊
張の中にも物怖じしない凛とした宮崎前会長の声が会場に
響く。声の大きさ抑揚といい、とても聞きやすく分かりや
すい発表が続き、県大会での岸会長と同様に約 1000 名の
会員を魅了した。
　松橋高校の発表後、宮崎県立高千穂高等学校、鹿児島県
立川内高等学校、佐賀県立鳥栖工業高等学校の発表があり、
それぞれのＰＴＡ会員の取組に敬服し、九州大会の発表に
ふさわしい内容であった。４校の発表の中でも一際目を引

いたのが、本校のゆるキャラ「マツピン」の存在であり、
発表後の会場では写真撮影が相次ぎ、製作までの経緯や利
用状況等の質問と対応に追われる始末。中には、自校でも
ゆるキャラを考えたいという嬉しい話を聞くことができた。
　九州大会での発表は松橋高校ＰＴＡとして初めての経験
であり、不安と期待を織り交ぜながら前日学校を出発。夕
方からの打ち合わせとリハーサル、当日の朝８時からの最
終リハーサル、そして本番。終わった後の宮崎前会長の安
堵した表情がとても印象深く、大役を果たせたことで晴れ
晴れとした気持ちが思い出される。
　昼食時のアトラクションでは、希望が丘高等特別支援学
校和太鼓部の勇壮な演奏、長崎女子高等学校龍踊部の女子
だけという龍踊りに感嘆し、その後の開会式・全体会・ア
イエスエフネット代表取締役渡邉幸義氏の「人が持つ可能
性　人はもっと人と関わりたい」との講演を聴き、来年度
の開催県である大分県への引き継ぎ、そして、本県高Ｐ連
松村晋会長の音頭による万歳三唱で締めくくりとなった長
崎大会。「今回の発表は、かけがえのない経験であり、松橋
高校をアピールできる機会をいただいたことに感謝申し上
げます。」という宮崎前会長の言葉で報告を終わらせていた
だくと共に発表校に選んでいただいた熊本県高Ｐ連の皆様、
そして、開催県である長崎県高Ｐ連の皆様に感謝申し上げ、
報告といたします。

交通事故防止対策講演会 報告 進路対策講演会 報告

健
全
育
成
委
員
会
委
員
長　
　

　

德
村　
　

剛

　

本
年
度
、
高
校
生
の
交
通
事

故
防
止
研
修
会
に
お
い
て
は
、

県
警
本
部
交
通
企
画
課
よ
り
緒

方
友
幸
警
部
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
自
転
車
の
安
全
利

用
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
御
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

　

本
年
六
月
一
日
よ
り
改
正
道
路
交
通
法
の
施
行
に
伴

い
自
転
車
運
転
中
に
危
険
な
ル
ー
ル
違
反
を
く
り
返
す

と
「
自
転
車
運
転
者
講
習
」
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、

講
習
を
拒
否
す
る
と
罰
金
刑
を
受
け
前
科
が
付
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
各
学
校
で
自
転
車
運
転
の
マ
ナ
ー
・
ル
ー

ル
に
つ
い
て
の
講
習
に
よ
る
再
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
ス
タ
ン
ト
マ
ン
に
よ
る
自
転
車
の
事
故
再
現
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
ま
し
た
が
、
自
転
車
同
士
や
車
と
の
事

故
の
凄
さ
が
伝
わ
り
ま
し
た
。
各
警
察
署
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が

置
い
て
あ
る
そ
う
で
す
の
で
今
後
学
校
で
の
講
習
に
は

ぜ
ひ
使
っ
て
頂
き
た
い
で
す
。

　

自
転
車
事
故
に
よ
る
高
額
賠
償
の
事
案
が
増
え
て
い

る
昨
今
、
い
か
に
事
故
を
防
ぐ
か
を
学
ん
だ
有
意
義
な

研
修
会
で
し
た
。

進
路
対
策
委
員
会
委
員
長　
　

　

鶴
田　

博
道

　

菊
陽
町
副
町
長
、
熊
本
県
経

営
者
協
会
、
井
出
義
隆
様
か
ら

「
社
会
人
の
基
礎
知
識
」
の
テ
ー

マ
で
ご
講
演
を
い
た
だ
き
、
親
の
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
な
若
者
、
四
〇
％
を

超
え
る
離
転
職
率
の
背
景
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
企
業
が

求
め
る
人
材
や
能
力
等
に
つ
い
て
、
詳
し
く
時
に
は
楽

し
く
ご
説
明
頂
き
ま
し
た
。

　

経
営
者
が
話
す
「
企
業
は
こ
ん
な
人
が
好
き
」
で
は
、

元
気
で
明
る
く
自
分
の
方
か
ら
挨
拶
が
で
き
る
人
、
こ

と
ば
使
い
が
ハ
キ
ハ
キ
し
て
、
人
の
意
見
を
素
直
に
最

後
ま
で
聞
く
事
が
で
き
る
等
「
か
わ
い
げ
」
の
あ
る
人
、

「
感
謝
、
陳
謝
、
謝
辞
」
が
で
き
る
人
等
、
た
く
さ
ん
の

情
報
を
頂
き
ま
し
た
。

　

社
会
人
と
し
て
の
基
礎
、
能
力
、
そ
し
て
力
強
く
生

き
る
力
は
、
家
庭
で
身
に
つ
け
る
べ
き
事
も
多
く
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
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とっておきのはなし：熊本県立水俣高等学校
　2014年３月８日に放送された、『関ジャニ仕分け∞～高校生J-POP 合唱選手権～』で見事優勝した水俣高校音楽部は、
今年も熊本県で金賞を受賞し、九州合唱コンクールへ。さらに、３年生の男子が、県高校生ものづくりコンテスト「電気
工事部門」で金賞を受賞し九州大会へ。加えて、インターハイへ出場したカヌー部や陸上競技選手。極めつけは、このデ
ジタル時代にも関わらず、商業科の3 年生の女子が全九州高等学校珠算競技大会へ出場。再編・統合によって、普通科・
工業科・商業科を併設する水俣高校は、これからも留まるところを知りません。

　
　熊本市立千原台高等学校は昨年、平成 26 年 4月
に５階建ての新校舎と生まれ変わりました。生徒も

新しい環境で気持ちを新たに日々の勉強に頑張っています。
また各部活動においても全国大会・九州大会に出場するなど、
活躍が期待されています。
　校舎建替工事のために開催を休止していた、情報科主催の
「千原マーケット」は今年度から再開されます。地域の皆様が
待望されていたものでもあり開催は 12月中旬です。各学校
の皆様、是非千原台高校にお立ち寄りください。学
校の場所は熊本城を東に仰ぐ、西地区になります。

毎年恒例の高校行事
10月　千原台フェスティバル
11月　金峰山～学校往復 強歩会
12月　再開なる！ 千原マーケット
　　  以上、PTA清爽会協力行事

　熊本県立第二高等学校は、平成24年に50周年を迎えました。
　「一品持ち寄り弁当の日」は、これを機会に全校で始めた取
り組みで、今年で４回目となりました。

　この取組スタイルは九州大学で始まったもので、生徒一人一人の更な
る自立を促すことを目的としています。生徒自身の目標は、「一つでも
自分の出来ることを増やすこと」。そのために、保護者は「子どもが出
来ることを発見する」機会ととらえ、温かく見守りながら、一緒に楽し
んでいます。９月の文化祭では、振り返りプレゼンテーションを上映す
る予定です。

【１年生男子の感想】
「朝早く起きて作るときは眠くて、正直面倒臭いと思ったが、実際に
自分が作った料理を食べると、他人が作ったものよりとてもおいしく
感じ、みんながおいしいと言ってくれてとても嬉しかった。」「親には
毎日おいしかったと言おうと思えた。」「料理の大変さがわかったので、
感謝の気持ちを持ってお弁当を食べようと思った。」
などの感想が寄せられているそうです。

生
徒
た
ち
の
イ
ベ
ン
ト

舞
台
発
表
も
あ
り
ま
し
た

昨
年
全
国
大
会
出
場
！

今
年
度
も
全
国
大
会
を

目
標
に
ひ
た
す
ら
走
る
！

全
国
制
覇
、
全
九
州

制
覇
な
ど
活
躍
が
今

後
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

トナカイさん
も激励豚汁

★沢山の部活・同好会が活躍中
自転車競技部・陸上競技部
卓球・バスケット・弓道・剣道
ハンドボール部・バドミントン
男子サッカー・硬式テニス
女子バレーボール
ワープロ部・英会話部・簿記会計
ボランティア部・吹奏楽部・パソコン部
ライフサイエンス部
書道、イラスト、ダンス同好会

強歩会で豚汁を振舞う保護者の皆さん！

体育大会スローガン

陸上競
技部 自転

車競
技部

熊本県立翔陽高等学校
　本校は今年で創立 110周年を迎えることとなりました。それに伴いまして
11月の文化祭（翔陽祭）の前日に記念式典を開催する運びとなりましたので、
皆さん是非遊びに来てください。翔陽祭当日には、生徒達が自ら製造したオ

リジナルハムや、乳製品、陶芸品等の数々を展示・販売致しますのでお楽しみに。そ
して、今年はスポーツ面におきましても高校総体でフェンシング部、馬術部が全国大
会に進出、夏の高校野球熊本県大会におきましても野球部がBEST８進出の活躍など
飛躍の年となりました。
　是非皆さん、110周年記念式典及び翔陽祭にお越し下さい。
○ 11月６日（金）　～ 110周年記念式典
○ 11月７日（土）・８日（日）　～翔陽祭 

千羽鶴アート！
野球部員のお母さんたちが手作りしました。

21年ぶり、B
EST 8 進出！

第二高校HPには、全クラ
スの集合写真がUPされて
います。

熊本県立第二高等学校

熊本県立翔陽高等学校

熊本市立千原台高等学校
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SCHOOL INTRODUCTION

　

本
校
は
、
熊
本
市
中
央
区
に
あ

る
江
津
湖
の
西
に
位
置
し
、
昭
和

五
十
四
年
に
熊
本
県
立
濟
々
黌
高
等

学
校
、
熊
本
県
立
熊
本
高
等
学
校
、

熊
本
県
立
熊
本
商
業
高
等
学
校
の
三

校
の
夜
間
定
時
制
と
熊
本
県
立
第
一

高
等
学
校
の
通
信
制
を
統
合
し
、
定

通
独
立
校
「
熊
本
県
立
江
津
高
等
学

校
」
と
し
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
四
年
に
は
昼
間
定

時
制
を
併
設
し
「
熊
本
県
立
湧
心
館

高
等
学
校
」
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
八
年
に
は
、
昼
間
定
時
制
を
全

日
制
に
移
行
し
、
定
時
制
と
通
信
制

の
三
課
程
と
な
っ
て
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。

　

全
課
程
単
位
制
で
、
全
日
制
課
程

は
普
通
科
三
学
級
、
情
報
処
理
科
一

学
級
、
定
時
制
課
程
は
普
通
科
一
学

級
、
情
報
科
学
科
一
学
級
（
情
報
処

理
コ
ー
ス
・
科
学
技
術
コ
ー
ス
・
情

報
科
学
専
修
コ
ー
ス
）
で
編
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
通
信
課
程
は
普
通
科
で
、

遠
隔
地
に
住
む
生
徒
の
た
め
に
、
県

立
鹿
本
高
等
学
校
、
県
立
人
吉
高
等

学
校
、
県
立
天
草
高
等
学
校
、
県
立

芦
北
高
等
学
校
の
四
校
が
ス
ク
ー
リ

ン
グ
協
力
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

他
の
学
校
に
は
あ
ま
り
例
の
な
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
我
が
湧
心

館
高
等
学
校
の
校
歌
の
作
詞
者
は
、

湧
心
館
高
等
学
校
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
校
名
が
「
湧
心
館
高

等
学
校
」
に
改
称
さ
れ
る
と
き
に
、

校
歌
を
み
ん
な
で
作
っ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
我
が
校
は
県
内
の
全
日
制

課
程
で
唯
一
私
服
で
の
通
学
が
可
能

な
学
校
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
湧
心
館
高
等
学
校

で
は
、
校
訓
「
自
主
、
責
任
、
創
造
」

の
と
お
り
、
生
徒
の
責
任
の
も
と
豊

か
な
想
像
力
を
養
い
自
己
の
確
立
に

努
め
る
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
他

の
誰
と
も
違
う
自
分
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

ス
タ
イ
ル
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
自

分
の
特
性
を
生
か
せ
る
学
校
で
す
。

　

本
校
の
育
友
会
活
動
は
、
生
徒
た

ち
の
よ
り
良
い
学
園
生
活
を
支
援
す

る
た
め
に
日
頃
か
ら
会
員
同
士
が
力

を
合
わ
せ
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
「
熊
本
県
公
立
高

等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
中
央
地
区
」

の
幹
事
校
を
担
当
し
ま
す
。
現
在
、

十
一
月
七
日
（
土
）
開
催
予
定
の
「
中

央
地
区
指
導
者
研
究
大
会
」
を
成
功

さ
せ
る
た
め
に
、
本
校
役
員
を
大
幅

に
増
員
し
て
大
会
の
準
備
に
臨
ん
で

お
り
ま
す
。
本
大
会
に
つ
き
ま
し
て

は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
中
央
地
区
に
加

盟
の
学
校
、
保
護
者
の
皆
様
の
御
協

力
を
是
非
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

熊本県立湧心館高等学校
校訓：自主　責任　創造

校長　上妻　利博育友会総会あいさつ運動

部活動振興委員会 体育大会（棒体操）

体育大会（ダンス）

湧心祭

湧心祭 高校野球応援

ベンチの寄贈 高校駅伝応援

育友会会長　的場　幸雄
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SCHOOL INTRODUCTION

　

本
校
は
明
治
二
十
八
年
四
月
熊
本

高
等
小
学
校
内
に
付
設
さ
れ
た
商
業

補
習
科
が
独
立
し
熊
本
簡
易
商
業
学

校
と
し
て
創
立
さ
れ
、
平
成
二
十
七

年
度
を
も
っ
て
百
二
十
周
年
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
商
業
科
５
・

情
報
処
理
科
２
・
国
際
経
済
科
１
・

会
計
科
１
ク
ラ
ス
編
成
で
あ
り
、
全

商
協
会
主
催
各
種
検
定
の
三
種
目
一

級
以
上
の
資
格
取
得
に
お
い
て
は
、

毎
年
全
国
三
位
内
を
保
持
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
部
活
動
に
お
い
て
も

陸
上
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
・
空
手
道
部
、
ま
た
簿
記
・

ワ
ー
プ
ロ
・
珠
算
部
な
ど
が
全
国
大

会
や
九
州
大
会
に
お
い
て
活
躍
し
て

お
り
、
文
武
両
道
を
貫
き
校
訓
の
と

お
り
礼
節
を
重
ん
じ
、
心
身
と
も
に

逞
し
い
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
。

　

育
友
会
活
動
と
し
て
は
、
体
育
大

会
・
文
化
発
表
会
・
長
距
離
走
大
会

等
に
お
い
て
生
徒
・
職
員
を
支
援
し
、

あ
い
さ
つ
運
動
や
大
学
訪
問
等
の
各

種
委
員
会
活
動
に
も
年
々
力
を
入
れ

て
活
発
化
し
て
お
り
ま
す
。
秋
に
は

創
立
百
二
十
周
年
の
式
典
も
予
定
し

て
お
り
、
今
後
生
徒
た
ち
が
ま
す
ま

す
充
実
し
た
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ

う
育
友
会
及
び
同
窓
会
の
組
織
力
を

生
か
し
熊
商
の
発
展
に
寄
与
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

熊本県立熊本商業高等学校
校訓：礼節　剛健

校長　宮崎　　功育友会会長　繁昌今日子校門指導九高P連大会長崎大会

総体行進

持久走大会　うどん提供

育友会　ミニバレー 大学訪問

空手道

体育大会

台湾修学旅行 熊商デパート

体育大会

ワープロ部
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編
集
後
記

県
高
Ｐ
連
新
聞　

第
38
号
（
平
成
27
年
９
月
15
日
）　

発
行　

熊
本
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会　

熊
本
市
中
央
区
水
道
町
14
―
21　

熊
本
県
婦
人
会
館
３
Ｆ　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
６
―
３
２
６
―
３
９
３
２　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
―
３
２
６
―
５
５
２
７

　

高
卒
で
も
大
卒
で
も
就
活
で

問
わ
れ
る
の
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
！ 

根
底
に
あ
る

の
は
離
職
率
の
高
さ
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
？  

親
で
あ
る
私
が

毎
日
毎
日
ひ
た
す
ら
楽
し
く
仕

事
を
す
る
、
そ
ん
な
背
中
を
見

せ
続
け
る
の
が
一
番
な
の
か

な
ぁ
・
・
・
働
く
と
は
楽
し
い

こ
と
で
あ
る
！

　

今
号
の
発
行
に
あ
た
り
、
委

員
の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
取
り
組

む
姿
勢
を
見
て
痛
感
し
た
次
第

で
す
。

調
査
広
報
委
員
長　

堂
園　
　

仁

○
調
査
広
報
委
員
長

　

熊
本
工
業
高
等
学
校

　
　

保
護
者
会
会
長堂

園　
　

仁

○
調
査
広
報
委
員

　

翔
陽
高
等
学
校

　
　

育
友
会
会
長　

芹
口　
　

明

　

熊
本
北
高
等
学
校

　
　

育
友
会
会
長

菊
地　

理
夫

　

千
原
台
高
等
学
校

　
　

清
爽
会
会
長

浦
本　

和
子

　

水
俣
高
等
学
校

　
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長山

口
二
三
代

　

第
二
高
等
学
校

　
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

緒
方　

俊
生

○
顧
問

　

熊
本
工
業
高
等
学
校

　
　

校
長　
　
　
　

松
下　

幸
美

新１年生用
加入プラン

職種級別Ａ
団体割引
15％適用！

熊本県公立高等学校ＰＴＡ連合会 生徒総合保障制度 係　平日9：00-17：00

熊本県公立高等学校PTA連合会

（団体総合生活保険（こども障害補償+自転車総合保険））
生徒総合保障制度のご案内

熊本県公立高等学校ＰＴＡ連合生徒総合保障制度は自転車事故をはじめ、学校生活のみならず、日常の暮らしのなかでお子様が直面する危険を総合的に補償
する制度で、熊本県公立高等学校ＰＴＡ連合会の推進事業です。

15-T03897

お問い合わせ先（制度の内容・加入手続き・住所変更・転校等のお問い合わせやご連絡先）
【幹事代理店】　　 株式会社東海日動パートナーズ九州熊本支店　ＴＥＬ０９６－３７２－５００５
【幹事引受保険会社】　東京海上日動火災保険株式会社　熊本支店　熊本支社　 TEL     096-372-6295

幅広い補償と利便性
自転車事故補償

日本国内で自転車に搭乗している間の急激かつ偶然な外来の事故および運行中の自転車と
の衝突・接触による事故によりケガをされた場合に保険金をお支払いします。

こども傷害補償
日本国内外を問わず、「急激かつ偶然な外来の事故」によりケガをされ
た場合に保険金をお支払いします。

熱中症を補償

細菌性食中毒を補償

育英費用

保険料・加入方法等また２年生・３年生のプランは下記お問い合わせ先
までご連絡下さい。

いつでも中途加入可能このチラシは2015年度熊本県公立高等学校PTA連合会の「生徒総合補償制度」（こども総合保険、自転車総合保険）
の概要について紹介したものです。ご加入にあたっては、必ず「重要事項説明」をよくお読みください。
＊２　手術保険金のお支払額は、入院保険金日額の10倍（入院中の手術）または５倍（入院中以外の手術）となりま
す。傷の処置等お支払いの対象外の手術があります。ご不明な点がある場合には、代理店までお問い合わせ下さい。

●保険金額のご案内

熊本県ＰＴＡ共済のご案内（熊本県ＰＴＡ教育振興財団）
　熊本県下の学校で行われる教育活動やＰＴＡ活動の中で発生した事故による死亡・後遺障害・負傷や活動への参加に関連し
て発生した急性の病気に対して、被災者の方に共済金が給付される制度です。熊本県内の小学校、中学校、高等学校、特別支
援学校、高等専門学校の児童生徒の皆さん、ＰＴＡ会員の皆さん（保護者、教職員）、ＰＴＡ活動や部活動の指導者などが対象
となります。児童生徒・部活動指導者（教職員など）対象のＰ災コース、ＰＴＡ保護者会員対象の安互コースがあります。

給付の例：　小学生が学校で転んで歯が折れ、保険外治療が必要になった。高校
生が自転車で登校中に交通事故にあった。ＰＴＡバザー準備中の保護者が包丁で
指をけがした。学級対抗ミニバレー大会に参加中の先生がアキレス腱を切った。
運動会の片づけ中の保護者がテントの部品の落下によってけがをした。夏休みプー
ル開放に参加した小学生が帰り道で交通事故にあった。ＰＴＡミニバレー大会参
加中の熱中症になった。などなど・・・
平成2６年度のご加入・給付は・・・：
Ｐ災コースは熊本県下の小中学生の99％、安互コースは保護者の94％のご加入
をいただきました。共済金給付はＰ災コースでは43,610,800 円でした。共済事業はご加入の皆さんの掛金ですべて賄われて
います。安全にＰＴＡ活動を実施し、事故には適切に対応できるよう、熊本県ＰＴＡ共済をお役立てください。

掛金は・・・：　Ｐ災コースは 1 名当たりの年額が
500円（高校生・高専生は800円）、安互コースは保
護者1家庭で年額150円となっています。各ＰＴＡで
共済契約、加入手続き、掛け金の集金・納付、事故報告、
給付請求などをしていただきます。

部活動に関連した活動にも対応できます
部活動であっても、小体連・中体連・高体連の主催では
ない試合への参加、練習試合、部の合宿や親子交流会な
ど、学校管理下とならないものも、あらかじめ、ＰＴＡ
会長の承認を受けた活動（ＰＴＡ会長承認行事）であれ
ば、同じ学校・ＰＴＡに所属する児童生徒、指導の教職員、
支援の保護者など活動参加者は、共済の対象になります。

学校管理下の事故にも対応します
ＰＴＡ活動中だけでなく、児童生徒の皆さんが学校管理
下（登下校中含む）で被災した場合、死亡あるいは後遺
障害の残るような大きな負傷、歯科保険外治療が必要で
ある場合、交通事故に対して共済金が給付されます。
保護者の皆さんが学校行事に参加中の事故にも対応しま
す。（入学式、運動会、授業参観など。往復を含みます。）

共済期間は・・・：　学校などの年度に対応する1年間
（4月 1日から翌年3月31日まで）になりますが、年
度の途中に追加加入することもできます。（共済期間の
終了はすべて３月31日になります。）加入年度中に発
生した事故に対して共済金が給付されます。

平成26年度　共済金給付の内訳　（単位：円）

小学生
12,642,000

中学生
21,675,000

高校生・高専生
7,673,800

指導者他
1,620,000

保護者
8,094,000

スタンダード
プラン

エコノミー
プラン

自転車重点補償
プラン

A１タイプ B１タイプ C１タイプ
①
自
転
車
事
故
に

よ
る
ケ
ガ
の
補
償

死亡保険金額 270万円
後遺障害保険金額（傷害の程度によって） 上記死亡保険金額の４％～100％
入院保険金日額（180日限度） 4,000円
通院保険金日額（90日限度） 2,000円

②
自
転
車
事
故
に
限
ら
ず
24
時
間
急
激

か
つ
偶
然
な
事
故
に
よ
る
ケ
ガ
の
補
償

死亡保険金額 140万円 260万円 106万円
後遺障害保険金額
（傷害の程度によって）

上記死亡保険金額の４％～100％

入院保険金日額＊２（180日限度） 2,000円
通院保険金日額（90日限度） 1,000円

③育英費用保険金額 132万円 244万円 40万円
④細菌性食中毒等補償

上記②の内容で補償します
⑤熱中症危険補償

⑥特定感染症補償 上記②のうち後遺障害・
入院・通院を補償します


